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第１章 学級経営よもやま話
第７節 生活綴り方の伝統

生活綴り方などと言うと、国語教育の範疇と思われるかもしれません。私にと

っての生活綴り方は、学級通信とともに児童理解や学級集団づくりの重要なアイ

テムでした。「学級通信」や「生活綴り方」を「学級経営」の章で取り上げてい

るのはそのためです。

この節は、

■生活綴り方の伝統に学ぶ■

■常日ごろの綴り方(日記)指導■

■計画的な綴り方(作文)指導■

の３つの項から成っています。

■生活綴り方の伝統に学ぶ■

１ 生活綴り方とは

ここでは、「生活綴り方」とは何かということを紹介する。一言で言えば、そ

れは、東北の土の匂いの中で育まれた教育の営みである。

生活綴り方夏期講座・第１回 生活綴り方とは
「教育雑記帳」№９４(1988.7.18)

国分一太郎著の『生活綴方事典』（明治図書）には、次のように生活綴り方が

定義されている。

生活綴方とは、生活者である子どもたち（または、おとなたち）が、外界の自

然や社会、人間の事物、または自他の精神の内部にふれたときに考えたことや、
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感じたこと、つかみとったものを、それが出てきたものである事物の形や動きと

ともに、ありのままに具体的にいきいきと文章に表現したものをいう。この際生

活綴方に「生活」という限定詞を加えるのは、生活者が書くからであり、「綴方」

といわれるのは、大正のはじめ以後わが国の民間教育運動のなかで育ったリアリ

ズムの綴方の伝統・遺産をうけついだ性格の表現をとらせるからである。また、

この生活綴方の作品では、自分のものとなったコトバ、体験に裏づけられたコト

バで書かれることをことのほか大事にする。

つまり、生活文即生活綴り方ではない。生活綴り方とは、生活者が自分のもの

になった言葉で書く、リアリズムに徹した作文だと言える。また、書くという仕

事を単に表現の指導だと短絡的にはおさえない。そして、ひとまとまりの日本語

の文章をかかせる手順については、厳しい条件を要求する。書くものの本質や、

相互関係的意味とねうちを見出すこと、事実にもとづいた思想・感情はもちろん、

書き手である子どもたちの観察力・想像力・思考力をのばすとともに、ある種の

固定観念や偏見などから解放して、自由で個性的な自我を確立させ、人間的な社

会的連帯感を養うことまでめざすのである。

生活綴り方夏期講座・第２回 生活綴り方の起点
「教育雑記帳」№９５(1988.7.20)

生活綴り方について考えるとき、その背景として北方性教育に触れておく必要

がある。

北日本国語教育連盟「北方性とその指導理論」（『綴方生活』1935 年 7 月号）
には、次のようにある。

「暗い空の下で、やせた土地をかかへて、しかも愚鈍に生きて来た幾世紀の地方

の歴史は、時代といふ現実にはげしい苦難を与へられた。しかもこの第一の苦難

は、肉体的なもので、極端な経済窮乏の形をとってあらはれた。次に来るべき当

然の受難は、思想の問題でなければならない。」そこで、教師たちは、「うそでな

い事実、眼前の考え方、生き方を止揚することによって、より健康な、より明朗

な生活へ前進する新興生活教育運動の一翼として態度」しようとする。そして、

いう。

……北方の子供たちは、北方の文化を開拓する一歩前進への散兵だ。私達はこの

散兵を指揮しなければならない。私達の標準は、正しい社会発展への明確な角度

として散兵の協働性を要請する。北方の生活台に立って、北方の子供らしい生き

方がこの地帯の生活性としての協働の役割となって来るのである。先づ私達は、
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北方の子供たちにはっきりとこの生活台を分らせる。暗さに押し込める為めでは

なく、暗さを克服させるために、暗いじめじめした恵まれない生活台をはっきり

分らせる。分ったために出て来る元気はほんたうのものであると私達は考へてゐ

る。……

・国分一太郎「綴る前の指導略図」（『工程』1935年 9月）
生活から学び、生活を大事にし、生活の眼をひらき、生活の姿勢を正し、生活

を深め、生活を進める、常住不断の教育営為を「綴る前」の指導というゆえんは、

イ、何にこそ感動したらいいか－－生活感情の豊かさと深さを、ひろめ、ふかめ

る仕事である。ロ、何をこそ求めたらいいか－－生活態度の前進・昂揚の迫力を

ます指導である。ハ、イとロとは、「何を」観察し、反省し、行動するかを教え

て、表現に際しての、細心な観察と、厳しい反省と強い断定をもたらす。

生活綴り方夏期講座・第３＆４回 生活綴り方の伝統
「教育雑記帳」№９７(1988.8.2)
「教育雑記帳」№９８(1988.8.3)

生活綴り方教育の実践者が伝統的に大事にしてきたこと

生活綴り方の実践者たちはひとりひとりの子どもたちを固有名詞で生き生きと

してとらえてきた。学校・学級や家庭・地域の子どもについて語る時、生活綴り

方の実践者たちは、子ども一般としてではなく、だれそれはいつこうだった、だ

れさんはこういうふうにしてものを語りかけてきたと、いつも、ひとりひとりの

固有名詞を出して、子どもについて語ってきた。それは、ある日ある時のひとり

ひとりの子どもたちの動きやすがたを、その心のなかのことまでふくめて、しっ

かりととらえ、教師の心のなかに深く刻みつけているためである。子どもをとら

えるというとき、ある日ある時、あるところで、ある状況のなかで、どの子ども

がどうしたかということを具体的なかたちでつかみとることなしには、本当に子

どもをとらえることはできないという、教育におけるリアリズムの精神をしっか

りと身につけているからである。

② 生活綴り方の実践者たちは、ひとりひとりの子どもたちを国や地域の現実・

環境のなかの存在としてとらえてきた。子どもたちもまた社会的、歴史的な存在

としての人間であるからには、ひとりひとりのすがたや動きのは何らかのかたち

で周囲の影響をうけて生きている。だから、子どもたちのすがたや動きのなかに

はそのときどきの国や地域の政治・経済・社会・文化などの影響がさまざまな形
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で反映されてきている。子どもたちの書く綴り方をとおして、それをたしかにつ

かみとるこみとを生活綴り方のよき伝統のなかから正しくうけついできたのであ

る。国と地域や子どもたちの人間関係について語る時にも、それを子どもたちの

具体的な動きやすがたをとおしてつかみとることもできるのである。子どもを総

体としてつかむことはまさしく生活綴り方の実践者たちが実践のなかで自分たち

のものにしてきたことであるといってよい。

③ 生活綴り方の実践者たちは、ひとりひとりの子どもたちを、子ども集団のな

かの個人としてとらえてきた。子どもたちを生き生きととらえるということは、

子どもをとりまく環境のなかでとらえることであるとすれば、直接子どもたちが

仲間入りしている子ども集団のなかのひとりとしてしっかりとらえることはいっ

そう大切なことである。学級集団、学校集団、地域での子ども集団のなかでどう

いう存在なのか、どんな影響を、どういうかたちでうけているのかをつかむこと

が、より子どもを理解するのにつながることだということを、実践のなかで知っ

ているからである。また、そのことは、子ども集団がどういう質の集団であるか

をもしっかりとらえることをぬきにできないことも知っている。

④ 生活綴り方の実践者たちは、ひとりひとりの子どもを生活者、学習者として

日に日に自己を発達させていくものとしてとらえてきた。子どもたちは自然や社

会や文化のなかで生活者としても、学習者としても、生きている。そのなかでさ

まざまな働きかけをしたり、働きかけをうけながら発達していくものである。程

度の差はあれ、みずからの主体をはたらかせ自己発達をとげていくものである。

そのため、わたしたちは、「あそび」のなかで、「労働」のなかで、「文化的欲求」

をみたそうとするなかで、「学習」のなかで、自己を発達させようとしているも

のとして、子ども・青年をとらえてきた。今日のような子どもをめぐる自然や社

会や文化の状況のゆがみがきわだっているときにも、われわれ生活綴り方の実践

者たちは、子どもの発達可能性に期待をかけて子どもたちをとらえていこうとす

る。状況への悲観的思いをつのらせながらも、子どもたちは日に日に自己を発達

させていく主体として子どもをとらえていくことにいささかのためらいも抱きは

しない。

⑤ 生活綴り方の実践者たちは、ひとりひとりの子どもの感性、感情の内面にま

でくいこんでとらえてきた。文章表現という行為は、子どもたちの意識や感情の

働きと無関係なところでおこなわれるものではない。そのため、生活綴り方をと

おしてひとりひとりの子どもたちの感性、感情の内面の動きについてたえず敏感

に感じとりながら、その内面の深くにしみこむような働きかけをしてきた。その
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ことが、子どもたちの豊かな表現を導きだすきめ手だとも考えられてきた。した

がって、生活綴り方の実践者たちは、たえず、ひとりひとりの子どもたちの感性、

感情の内面まで深くくいこむような働きかけに心をくだいてきた。そこから「心

の琴線にふれる」とか、「心のひだにくいこむ」などという生活綴り方特有の指

導語までを生むにいたった。子どもを生き生きとつかむということは、子どもた

ちのうわべのすがたや動きだけでなく、その内面にまでくいこむようなこまやか

なとらえ方をもふくめてのことであることを、われわれ生活綴り方の実践者たち

はよく知っていたのである。

生活綴り方夏期講座・第５回 生活綴り方の伝統
「教育雑記帳」№１０６(1988.8.18)

忘れえぬ生活綴り方

母の仕事とくらし ５年 国本理恵(1980.11)

「ピポパプポ。プルルルル、プルルル

ル。」

「もしもし、松五郎です。」

音楽といっしょにおみせから父の声。

いつもの家の声より元気のいい声だ。

わたしは、

「おかあさんにかわって。」

と、言った。父は、

「ちょっと、まつごろう。」

と、言った。

それから、母がでんわに出るまでま

っていると、いろいろな声が聞こえて

くる。音楽がながれている。

「いらっしゃい。ありがとうございま

した。」

これは父や母の声。

「どうや、こうや、アハハ。」

これは、お客さんの声。音楽にまざっ

てたくさん聞こえてくる。その横で母

もわらっているみたいだ。お店にいな

くても声や音だけで、様子がうかんで

くる。お店の中は、てってもさわいで

いるみたいだ。母もわらったりしてい

るれど、手をはやくあっちこっち動か

して、お客さんにたのまれたものをつ

くっているだろう。お客さんとしゃべ

りながら、しゃべられながら。

だが、お客さんがしゃべりかけてき

ているのに、むしするわけにはいかな

い。いろんなはなしをされるだろう。

うれしかったはなし、いやだったはな

し。うれしかったはなしをすれば、お

客さんも母もたのしいだろう。いやだ

ったはなしをすれば母はききづらいか

もしれないけど、お客さんはすっとす

るだろう。母は、お客さんにたのまれ

たものをつくるだけじゃなくてお客さ

んの心をすっとさしてあげているんだ
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な。

父と母がやっているお店というの

は、のみやみたいな店だ。店がはじま

るのは、夕方の５時で、おわるのは、

夜中の１時ごろだ。ふつうの家では、

おとうさんたちが帰るころに出て行

く。

だから、オフロをわかすのにもこま

る。私たちでできないことがあるとき

にもこまる。

でも、そこで私ががんばらなければ

ならない。家のかたづけ、お茶わんあ

らいなどたくさん仕事がある。

どうしてこんな苦しい仕事にかわら

なければならなかったのだろう。今の

仕事は、私が１年生のと中ぐらいから

はじめた。天理にきたのも１年生のと

中だった。それまでは、奈良にいて、

父はふつうのサラリーマンで母もつと

めていた。

私ははっきりとおぼえていないけ

ど、母は、

「今よりようち園の時の方がようお手

伝いやってくれたで。」

とか、

「弟のめんどうもみてくれたしよかっ

たわ。」

と、あてつけるように、お茶わんをあ

らいながらいう。わたしは、

「うん、そうかな。」

と思って、ちょっとはずかしくなる。

でも、あそびたいし、ならいものも

ある。

でも、日曜日はかかさずげんかんの

はきそうじをしている。奈良に住む前

は、かご島に住んでいて、父と母は、

メナードけしょう品の仕事をしてい

た。その時は、生活が苦しかったそう

だ。わたしが赤ちゃんの時だから、１

階で仕事をしていると、私が２階で大

きな声でないて、いつも１階、２階、

１階とのぼったりおりたりしていたそ

うだ。その生活の苦しい時に、父は交

通事故で入院をしたそうだ。それで母

１人でまだ赤ちゃんの私と弟を育てて

いけないので、わたしだけかご島から

天理のおじいちゃんの所へひきとられ

たのだそうだ。その時は、わたしも母

もすごくないたそうだ。わたしは、ま

ったくおぼえていない。かご島でやっ

ていたメナードけしょう品の仕事か

ら、奈良にきたのは、生活が苦しかっ

たからだろう。奈良から天理にきたの

は、家をひっこししなければならない

ようになったからだろう。

今の仕事になって、父も母も帰って

くるのがおそくなった。

私は、ある日の夜中の１時半ごろ目

がさめてトイレに行った。すると、「ト

ン、トン、トン。」と、かいだんをあ

がってくるような音。

「ガチャ、ガチャ。」

かぎをあけている。母だ。私は、大き

な声で、

「おかえり。」

と、言った。父は、

「まだおきてたんか。」

と、びっくりしたような声で言った。

と、思ったら父と母は、

「おなかすいた。」
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と言って、どてんとすわってしまった。

もう目はとろんとしていて、すわりか

たは、もうあかんというようななさけ

ないすわりかただ。私は、台所に行っ

てお茶わんとおはし、それにれいぞう

こにあるものを持ってきた。

すると、父と母は、

「ありがとう。」

と言うと同時に、おはしをもって目を

ぎょろぎょろさせながら、よういをし

ている。私は、さっとお茶わんをとっ

てごはんを入れた。父と母は、

「いただきます。」

と言ってから、いっせいにおはしでご

はんを食べ始めた。

「おいしい。」

と、聞こうと思ったけど、手にはおは

しをもって、おさらやお茶わんのうえ

で「カチャカチャ」なっている。目は、

机の上で「ぎょろぎょろ」している。

おそろしいぐらいすごいはやさで食べ

ている。ごはん１ぱいなんて「あっ」

というまだ。よっぽどつかれているん

だなと思って見ていた。

すると、

「ごちそうさま。」

といってからふとんでごろんとねてし

まった。みていても目がまわりそうだ。

もう、今の仕事になってから４年た

つ。夜もなれてきた。

学校から早く帰ってきて母がけしょ

うをしているのを見ていたら、かばん

に薬が入っていた。わたしは、「あっ。」

と思った。

そして、私は、母に、

「なにその薬？」

と聞いた。母は、

「うん、ちょっとしんどいねん。」

と、ささやいた。私は、今までこんな

ことぜんぜんしらなかった。ときどき

横になっている時があったけど、元気

だとばかり思っていた。母がびょう院

など行くようになったのは、仕事があ

んまりきついせいだろう。朝は、６時

半におきて、ごはんの用意をする。そ

して８時ごろから 10 時までねる。そ
れからそうじ、せんたく、ばんごはん

の用意をすませる。そして、オフロに

はいる。おけしょうをして、すぐお店

に行く。５時から夜中の１時まで仕事。

ねる時間は７時間だ。すごく少ないこ

ともないけど、５時から１時まで立ち

っぱなしだ。これじゃびょうきになる

のもあたりまえかもしれないけど、び

ょうきになってほしくない。私だって、

母の手伝いを少しでも多くしてあげれ

ば、びょうきだってならないかもしれ

ない。

わたしは、どんなことがあるかとさ

っそく考えた。まあお手伝いはするけ

ど、もっと母がたすかることってない

かなと考えた。

今日は、日曜日だ。お店も休みだし、

学校も休みだし、「今がチャンスだ。」

と思った。ばんになった。外は、もう

暗い。「いそがなくっちゃ。」と思って、

オフロにはいりながらも考えた。とう

とうオフロからあがった。母をさがす

と、もうふとんの中に入っている。

「あたりまえやろな、いつも帰ってき
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てねるのは夜中の２時ごろになるか

ら。」

わたしもふとんにはいって天じょうを

にらみつけながら考えた。しばらくす

ると、母はうつぶせになって、

「あしだるいわあ～。」

と、しんどそうな声で言った。そこで

わたしはひらめいた。

「マッサージしたろ。」

と、わたしは言った。母は、

「しんどなんで。」

と、言った。わたしは、まあええやん

という気持ちで、さっそく始めた。は

じめに足のふくらはぎを右手、左手、

右手、左手とこうたいごうたいに早く

かるくたたいてあげた。それからせな

かのまん中の２本のすじを母のこしの

所ぐらいにまたがって、主に親指を使

っておしたり、うでをもんであげたり、

首をもんであげたり、それをまたくり

かえしやっていると、あせが流れてき

た。「きにしない、きにしない。」と思

いながらつづけた。すると、母は、目

を半分つぶって、

「気持ちええわ、よられ出そう。しゅ

～う。」

と、わかりにくい声で言った。

■ 忘れられない綴り方であると同時に、忘れられない子どもであ

る。1980 年、○○小学校は、県の研究指定を受けていた。11 月 17
日に発表会があった。ぼくは、生活綴り方の集団推敲の授業をした。

生活綴り方なるものを指導主事は随分嫌っていたが、ぼく個人は指

定を利用しつつ勉強できた。その授業の時に使ったのが、彼女の綴

り方だった。家庭の中のことが出てくるということもあって、授業

の数日前、母親に会いに行った。自分の一生懸命の生き方に誇りを

持っている。そんな感じがした。授業は、滅多にないほどの出来だ

った。未だにそれを超えていないように思える。研究発表会の日の

夕方、松五郎へ飲みに行った。

狭山集団登校の連帯参加第一号でもある彼女は、鋭い感性の持ち

主だった。中学進学に関わって親との関係に亀裂が生じ、加えて、

中学校に彼女の受皿がなかった。彼女は荒れた。喫煙、シンナー、

異性交遊……･鑑別所で会った時の彼女の目は寂しかった。

表現と認識、そして行動の統一を言い続けてきたが、それは実に

難しい。彼女の綴り方で言うなら、マッサージではなくて、生活の

一部を担い切るところまで迫るべきだと思う。それができていない

が故に中学校での荒れがあった。ぼくの弱さだ。

生活綴り方の伝統は、「日本作文の会」という民間教育団体に受け継がれ、発
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展していった。当然、その中心に国文一太郎さんがいたことは言うまでもない。

２ 生活綴り方とＰＩＳＡ型学力

ＰＩＳＡ型学力を強く意識した学習指導要領によって、国語科における「書く」

活動も従来の作文とは様変わりした。従来から系統的な作文指導と言うにはあま

りにも不十分なものであったのだが。

ＰＩＳＡ型学力というのは、論理的な「読む」「書く」力である。雑な表現だ

が、情緒的な読み書きから、筋道だった読み書きへの転換と言ってもよい。とり

わけ「書く」活動では、自分なりの意見を持ち、それを分かりやすく発信するこ

とが求められる。「分かりやすく発信」するためには、論理的な(筋道だった)表

現のスキルが要る。「まず結論を書く。その後に理由を書く」といった類いのス

キルだ。

さて、分かりやすく発信ということに焦点が当てられがちであるが、大事なこ

とが抜けている。何を発信するかという「中身」の問題だ。“自分なりの”とい

う言葉は、実に都合のいい言葉だ。何だっていいのだという解釈さえ成り立つ。

しかし、本当にそれでいいのか。

「自分なりの意見を持ち」に注目してみよう。「意見を持ち」の前段には、テ

キストやグラフなどを正しく読み取るという作業がある。そのためのスキルも必

要だ。その上で、「自分なりの意見を持つ」ということになる。

どんな意見を持つかは、個々人の内面の活動だ。そこにはスキルなどない。で

は、教育は無為でいいのか。

生活綴り方は、内省つまり、自分の考えや行動を深く顧みることを大事にする。

それは、事実をていねいに綴る指導と赤ペンによる励ましの積み重ねの上に育つ

力だ。自分をしっかりと見つめられる子どもは、周りもよく見えるようになって

いく。自分の考えを持てるようにもなっていく。私の浅い実践の中にでも、そう

した子どもが幾人もいた。－－この力こそ、「自分なりの意見を持ち」云々の基

盤になるのではないか。私は、そう考えている。したがって、少なくとも低学年

においては、論理的という前に事実を丁寧に綴る指導を、高学年においても並行

しての指導を行う必要がある。
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■常日ごろの綴り方(日記)指導■

「綴る」という学習は、「常日ごろの指導」と「計画的な指導」に分かれる。

このうち、「常日ごろの指導」は、日記指導と学級通信(一枚文集)をセットにし

て取り組むのが一般的である。

日記指導をこのように 「教育雑記帳」№８０(1988.4.19)

■なぜ日記を書かせるのか

私たちが日記というとき、それは生活を綴るということを意味する。私たちは、

生活者としての子どもが自らの生活台に立って、自分の生活を切り拓いていくこ

とを願っている。生活綴り方はその重要な手段である。子どもたちにひとまとま

りの文章を書く力をつけていくための日常的な耕しの場として日記がある。日常

的な耕しとは、文章表現力をつけるということと、それ以上に重要な要素として、

ものの見方・感じ方・考え方を育てるということである。つまり、一言で言うな

らば、子どものものの見方・感じ方・考え方を耕し、生きる力を育てていくため

に日記を書かせる(一般的にそういう表現をするのでそれにならっているが、個

人的には書かせるという言い方には抵抗がある。)ということになる。

■何を書かせるのか

生活を綴るということは、単に生活を記録するということではない。よりねう

ちあるものへと生き方を高めていくねらいをもっているのだから、それに目を向

けさせていかなくてはならない。具体的には…

①自分自身……自分を抜きにしたところでの日記など存在しない。何に取材しよ

うとも、それと自分との関わりあいにおいて書かなくてはならない。その大前

提の上に立って、自分がしたこと・見たこと・聞いたこと等の中からいつもと

違うことを書く。

②ともだち(学級)……友だちのことで感心させられたことやみんなで考えたいと

思うようなことがらを大事にする。

③家族……消費生活ではなく、労働やそれにつながる家庭での会話をこそ大事に

する。自分が体を動かして働いたことも大事にしていきたい。

④自然……四季の移り変わりや、それと人間の生活との関わりを書く。

⑤社会……身近な問題や、高学年になってくれば世の中の動きについて、それと

自分との関わりあいを大事にしながら目を向けさせていく。
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■具体的な指導プラン

今回は、低学年を意識しながら具体的な展開を提案してみたいと思います。

(1) 一つのことに絞って書くことの指導
最初ですから、取材はもっぱら自分自身ということになると思います。そこで、

次のような投げかけをします。

日記には、一日の中で 一番おもしろかったこと 一番おどろいたこと 一

番悲しかったこと 一番頑張ったこと 一番楽しかったこと 一番くやしか

ったこと 一番忘れられないこと 一番困っていること を書きましょう。

できれば参考になりそうな作品(その学級のものであればいうことなし。なけ

れば以前自分の学級で書かれたものでもよい。それもなければ他人さまのものを

拝借する。)をいくつか紹介してやると子どもにもわかりやすいと思います。そ

して、それからしばらくの間、赤ペンによる個人指導を続けながら子どもを励ま

していきます。取材の広がりについてもちょっと赤ペンを。

(2) 順序よく書くことの指導

一つのことに絞って書く(国分さんは“えらばせる”という言葉でそのことを

言っている。)ことが一定できるようになってきたら、展開的過去形で書くこと

を指導したいと思います。

日記でも作文でもいいですから、そのクラスの共通体験(○年生になった日の

こと、視力検査の時のこと、みんなで花を摘みに行ったこと、２０分休みにあっ

たこと、など)に取材したものを題材にして授業を組みます。

一人の子どもの作品をプリントして配ります(模造紙に書くのもよい)。まず、

書き出しをどうするか決めます(場面の切り取り)。そして、その時のことを作者

を中心にしながら順序よく思い出して書き足していきます。もちろん作者が思い

出せないときは周りの子が援助すればいいのです。順序よく思い出して書くとい

うことが具体的にりかいできたところで、個々の作品の書き足しをします。

１時間の授業の後は、日常における個別の指導の繰り返しと、併せて時々共通

課題の文章(日記でもよい)を書かせてみて紹介してやればいいと思います。

(補足)展開的過去形で書く指導……「したことをしたとおりに、見たことを見た

とおりに、聞いたことを聞いたとおりに、時間の順序に従ってよく思い出して、

過ぎ去りの形(過去形、でした・ました)で書く。」
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入門期の文章表現指導講座① 「教育雑記帳」№８２(1988.5.2)
「入門期」というのは１年生と同義語ではありません。確かに、主として１年

生の文章を書き始める時期の指導が中心になりますが、「やり直し入門期」の指

導も含めて、ここでは「入門期」という言葉を使います。

「やり直し入門期」という言葉について少し触れておきます。いわゆる入門期

の指導をしても、それがすべての子どもに定着していないことがあります。ある

いはまた、時には入門期の指導がきちんとなされていないことだってあります。

そうした子どもたちに対して、たとえ何年生になっていようとも、再度入門期の

指導をしなくてはなりません。その中身についてはこれから徐々に触れていくと

して、ともかくもそれを「やり直し入門期」というわけです。

４月２４日の授業と集団づくり講座・綴り方分科会での蔵本穂積さんの話を紹

介します。

この言葉を聞けば蔵本さんの顔が浮かんでくるほどに言い続けられていること

ですが、入門期の目標は、すべての子どもに展開的過去形の文章が書ける力をつ

けることだと言われました。したがってまた、やり直し入門期のめざすところも

ここにあります。

えらばせるということを大事にしなければならないとも言われていました。よ

りねうちのあるものをえらばせるという中身については、ここではおいておきま

す。

話の中で興味深かったのは、ことばには内言語と外言語とがありますが、その

両者の関係について触れられた部分です。内言語というのは、頭の中での思考の

際に使われていることばをいいます。それに対して外言語というのは、表現とし

て外に出てくることばや書きことば(文字)をいいます。そして、内言語が翻訳さ

れて外言語になるのですが、この翻訳が子どもにとっては大人が思っている以上

に困難な作業だというのです。なぜなら翻訳に使える辞書もないわけで、それは

たくさん読んだりたくさん書いたりという経験によって自分のものになっていく

ものだからです。ですから、子どもに思ったとおりに書けというのはたいへんな

暴言なのです。ところが実際にはこれがとても多いですよね。まず、子どもには

事実をよく思い出して書くことを求めることから始めるのがいいのだということ

になるわけです。

入門期の文章表現指導講座② 「教育雑記帳」№８３(1988.5.7)

■天野里子さんの実践に学ぶ

(1) 絵日記から始める
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蔵本さんが明かされた話によれば、天野さんは１年生の４月８日に日記帳を渡

されるということである。これはマス目も罫線もない白いノートだそうで、ここ

に子どもたちは絵で日記を書いてくるのだそうだ。ぼくは、絵日記というのは上

に絵を描いて下に文を書くものと思い込んでいたのだが、なるほど絵だけでも立

派な日記になるわけだ。そして、１日に何人かの子どもの絵から聞き取ったこと

を文字にして入れてやるのだそうだ。何日か続ける中で絵の変化を大事に聞いて

やって、それを文字にしてやるということもするらしい。

(2) 展開的過去形で書く

展開的過去形で書く力をすべての子どもに…(省略)

(3) 会話文を入れる

展開的過去形の文章を書かせる中で、会話文を入れる指導をしていく。まず、

２人でごっこ遊びをして(例えば、一人がお店屋さんになって、もう一人がお客

さんになる)、双方のやりとりを「 」に入れて書き取っていく。それがで

きるようになると、次には３人で同様のことをする。つまり、２人の会話を第三

者的に聞き取って、“○○が「……」と言いました。”という形の会話文に書く練

習をするのだそうだ。

(4) 題名を付けさせる

１年生の３学期ごろになると、日記にも題名を付けさせる指導をするそうだ。

これは、場面を切り取るということで、文章の書き出しとかかわって大事なこと

らしい。

(5) その他

天野さんは年に４回ほど版画に取り組まれている。日記から場面を選び、版画

文集を作られている。５月には最初の文集ができるというからすごい。

※講座③以降省略

以上のように、「常日ごろの指導」においては、文章表現力とともに価値観(も

のの見方、考え方)を育てることを大事にする。
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「生活つづり方と文学の会」という有志の学

習会で使ったレジュメと資料です。

手書き時代の通信なので読みづらいと思いま

すが、おつきあいください。

資料中の「人の世に熱あれ」という通信は、

当時の勤務校で同和教育推進教員をしていた時

に職員向けに発行していたものです。
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